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(記入例 )

高速自動車国道等の利用状況申告書 ( 年 月分 )

休暇や希1月 区間

情報等を記入し

てください。
利用した料金区分の襴にその回数
を記入してください。複数道路を利用

している場合は、それぞれの道路ご

とに記入します。

一部区間のみ利用した場合等は、利用回数の

「その他」欄に回数を記入した上で、その利用金

額を記入します。片道の利用上限額は各道路の

片道料金です。

この事例では、往路500円 、復路800円 (いずれも

支給対象)の利用ですので、それぞれ上限額以

下となり、合計額を記入することとなります。

この事例は、復路の利用 (支給

対象)において片道の利用上

限額 (この事例では1150円 )を

超えていますので、上限額の
1150円となります。

1日 の利用状況です。

複数道路を利用している場合は、千1用道

路ごとの利用回数を比較しその最大回

数を記入します。

【例】高速自動車国遣 往路 1回

福岡都市高速 往復 2回

(事務担当者記入欄 )
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記入方法及び留意事項

く記入方法>
※ 自動車の車種の欄は、通勤届の備考欄に記載した車種にOを付すこと。

※ ETC利用の有無IF4は、有・無いずれかにOを付すこと。

※ 認定区間における各種料金欄及び<利用状況の内訳>の利用回数欄下の料金欄には、片道料金の額のほか、ETCを利用する場合は、

利用対象となりうる割引金額を記入すること。(例 :高速自動車国道の場合、平日朝夕割引(509/o割 引)金額や深夜割引(30%割引)金額等)

※ 利用回数lr4には、全区間もしくは全区間を超えて利用した場合は、利用金額に応じてその利用回数を記入することとし、一部区間利用等、

該当する料金欄がない場合及びその他の割引金額を利用した場合は、その他の欄に回数を記入するとともに、「その他」の利用金額欄にそ

の利用金額を記入すること。(複数道路を利用している場合は、それぞれの道路ごとに記入すること。)

※ 利用状況欄には、1日 の利用状況 (回数)を記入すること。(複数道路を利用している場合は、利用道路ごとの利用回数を比較し、その

最大回数を記入すること。)

※ 備考欄には、休暇や利用区間情報等 (一部区間のみ利用した場合の状況、1日の利用回数が2回を超えた理由、その他の割引金額の内

容等)を記入すること。

※ 高速道路等利用回数欄には、その月の利用回数の計を記入すること。(利用状況欄の計と一致すること。)

※ 再計算加算額欄には、その月の高速道路等利用金額の計を記入すること。

※ 精算額欄には、高速加算認定額から再計算加算額を控除した額を記入すること。

く留意事項>
″  ヽ    ※ 添付資料として領収書等の日々の利用が確認できる書類を必ず添付すること。

※ 添付資料で利用状況が確認できない日については、高速道路等を利用したとは認められないこと。


